因果物語の一問題 by 渡邉 守邦
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はじめに





































































































































































































































































文庫の影印とは、フィルムを使って記録した画像を版下に用いた印刷物のこと、そして国会のネット画像とは、カメラのイメージ・センサーに映った画像をディジタル化してパソコンのディスプレー上に再現し もの ことである。フィルム・カ ラとディジタル・カメラという機材の違いはあるものの、レンズ 原理を応用して対象物を正しく写しとり忠実に再現しよう する点で 違いのあるはずがないが、同じ被写体を撮って画像に違いの生じたのは、どちらかのフォト・システムで特殊な機能が作動したからであろう。特殊な機能はコントラストを強調して文献を鮮明に複写することを目的に組み込まれた何かだった ではないか。　
このように絞り込むとき、意外な被疑者が浮上する。文

























































































































































































る目眩ましに遭遇して読みが定ま ないのであろうか。しかし難読をハラワレの招いたものとする考えは当らない。なぜならばこの字と横一列に並ぶ「事」も「も」もその他の字も、同様にハラワレの害を蒙りな らも、読みに不便を感じるような状態にはないからであ 。ハラワレが文字に与える被害とは、不必要なキズを刻みつけて印象を悪くするという程度であり、板面の一部を抉り去ったり文字を歪めたりするいたずら よほどの後刷本は別とし 、考えられない。　
そうすると、この字は何なのか。こんなときに使われる




















































が浮かび上がった。意外であったのは、カメラによる複写システムがトラブルを助長する事実に関連して、翻刻という営為とカメラによる複写との密接な 係を思い知らされたことである。そもそも翻刻の底本たるにふさわしい稀本、善本を机上に具える幸運はめったに出あえるものではない。それゆえ紙焼き写真を用意して作業を進める が一般的であった。翻刻とカメラとの因縁は今はじめて気づいて驚くようなことではない。　〔Ａ〕 〔Ｂ〕二本の間の不一致をまず古典文庫影印の図影で確かめ、次に原 と照合する いう方法を採 が、その結果、鮮明な画像を提供する ずのマイクロ・フィルムが、かすれやかすれ 類する微妙な点画を消し去る事例に遭遇した。これをフィルム・カメラ時代の旧弊として一蹴するのは賢明ではない。 ぜ らば われわれはマイクロ・フィルムやマイクロ・フィッシュによ 画像の膨大な蓄積を継承しているから ある。ミニコピーの製造は中止されて久しいが、フィルム自体の効能はいまだ時効が成立してない。　原本との照合に当り、赤木本そのものではなく、国会の




































































































































いるが、 〔Ａ〕の時点で所在 明らかであった草間文庫本がその後の所在を不明にしていた。これも〔Ｂ〕の刊行を契機に文庫ともども 健在が確認できた。また〔Ｂ〕には新出の五季 も参照されているがこれも銭屋板で
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ある。
 
　
他にも①刊記未詳板巻一 ・二・四、②山田市良兵衛板巻
一 ・六、④菊屋七郎兵衛板巻五・六などの出現も耳にする昨今である。詳細な書誌が公表されることを期待したい。
追記
　
本稿に図版として援用したのは、本文中にも述べたが、
赤木文庫旧蔵『因果物語』であり、国会図書館の公開するディジタル画像および吉田幸一氏編『因果物語
　
平仮
名本』の影印に依った。前者についてはコントラストと縮率を適宜調整したが、後者については特別な加工を加えていない。
（わたなべ
　
もりくに・実践女子大学名誉教授）
